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青木　そうして完成した「ゆげじ
い」の着ぐるみが新宿区の「ふれ
あいフェスタ」で初お披露目され
て、見た人の反応はどうだでした

か？

杉本　子どもたちが「ゆげじい」
に抱きついてくれて！！ 嬉しかっ

たです！

上原　手ざわりが気持ちいい！と

言ってくれたり、ひげをもしゃも

しゃしてくれたり！

ど、高さに対して横幅がここまで

広がるというのは「おお……そう
か、そうだよね！」という感じで
した（笑）。

平田　もとの造形を忠実に再現し

て着ぐるみにすると、高さが

185cmだとしたら、横幅は 2～

3mぐらいになってしまう。その

サイズでは、ドアを通れなくなっ

てしまったり、動きにくくなって

しまうので、実際には横幅を

166cmにして少し細身にデザイン

されているんです。

平田　足元にちょこんと座ってく

れたり、そっと後ろからタッチし

てくれたり、動くゆげじいをじっ

と見つめてくれたりして！

佐藤　子どもはもちろん、大人か

らも「え、何あれ？ 何のキャラク

ター？」って。こちらが嬉しくな
るくらいの反応でした。

赤羽　横幅が広くて存在感がある

せいか、非常に注目を集めました。

ちょっと大き過ぎたので「子ども
から恐がられるかな」という心配
もあったんですが、大丈夫でした

ね！

杉本　着ぐるみの中に人が入ると

高さがこうなって、というところ

までは想像がついていたんですけ

2012年の新宿区の「ふ
れあいフェスタ」では、
子どもから大人までた
くさんの人に「ゆげじ
い」とふれあっていた
だけました。
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杉本　新宿区を模した不定型な形

なので、歩きやすいか、外を見や

すいかとか、人が中に入って動く

時のバランス感にはとても気を遣

いました。見た目の印象として

「可愛い」「おもしろい」と思って
もらえることと同時に、着ぐるみ

を着る人に「楽しい！」と思って
もらえることも大切にしたかった

んです。キャラクターの形のイメ

ージを生かすのが前提で、その中

でなるべく自由に動けるように。

中の人が自由に動けると、キャラ

クターもイキイキしてくるので。

だから、着ぐるみ専門業者さんと

は、私たちがディレクションしな

がら作っていただくという形で進

めさせていただきました。平面図

や縮小模型を見ながら、もうちょ

っと横幅は狭めようとか、足さば

あと、チャックを付ける位置も。

「ゆげじい」は後ろ姿もチャームポ
イントなんですよ！ だから縦方向

にお尻に向かってチャックが入る

って悲しいので相談したら、業者

さんから「横方向にも付けれます
よ。その方が中に入りやすくなり

ますし」と教えていただいて。

平田　素材やパーツなどの細かい

部分にもこだわりましたよね。

きを良くするために足をもう少し

長くしようとか。

青木　「中に入る人」のことや、
動きが印象にも影響することまで

考えてデザインされてるんですね。

他にはどんなところに気をつけた

んでしょうか？

杉本　着ぐるみは空気で膨らむタ

イプにしました。さわった時にふ

わふわする、ゆげらしさも出るし、

中の人も負担が軽く動きやすくな

るだろうと思って。そして体が大

きいので中から外を覗く窓は「正
面が見える窓」と「足元が見える
窓」の２つを位置違いで設定して
ます。この２つの窓があることで、

安全に動くことができるんです。
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杉本　そうそう。業者さんとの最

初の打ち合わせでは、自分で作っ

たプロトタイプのぬいぐるみをお

見せしました。「イメージはこれ
なんです」と。自分で作る時に気
づいた注意点もお伝えして。

たとえば、白い体に付いている白

いもの……小さいゆげ、眉毛・ヒ

ゲなどは、平面の時は境目を黒い

線で表現していますが、着ぐるみ

にする時はその境目を線ではなく

しっかりした立体感で表現するこ

とが大事。なので、「小さいゆげ
には空気が入るようにしたい」と
か、「眉毛とヒゲは体に使う生地
とは違う、毛足の長い生地で存在

感を出したい」とか具体的に伝え
ました。

業者さんから生地の候補を挙げて

物を確認しに行って。大きくなっ

た「ゆげじい」を少し離れて見て
みると、眉毛とヒゲの存在感がま

だ弱い……。そこでさらに中に綿

を入れてぐっと立体的にしてもら

ったりもしました。我ながら細々

としつこい発注者でしたね（笑）。

でも着ぐるみって実際に触れられ

るものだし、「さわりたい」と思わ
れることも重要だと思ってたんで

す。

だからでき上がってお披露目した

時、子どもたちが小さいゆげを掴

んだり、ヒゲをさわりに来てくれ

るのを見た時はとっても嬉しかっ

たです！ 最後まで丁寧に製作し

てくださった業者さんにも本当に

感謝しています。

もらいつつも、キモになるパーツ

はプロトタイプを作る時に使用し

た生地がベストだなと思って、「こ
の手芸屋さんで取り扱っているの

で取り寄せられますか」と相談し
たりもしました。

青木　プロトタイプを作ったこと

がかなり役立っている感じですね。

杉本　着ぐるみ製作の途中チェッ

クは画像のやりとりで進行するの

ですが、最終チェックは工場に実
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銭湯に

行きたい
気持ちを

サポート

青木　「ゆげじい」というキャラク
ターが生まれて、タオルなどのグ

ッズや着ぐるみなど、地域の人が

触れ合う場所で銭湯の良さを知っ

てもらうための媒介がいろいろで

きたんですね。

杉本　そうですね。あと、「銭湯
に行ってみたい」と思ってもらっ
た時にサポートしたいなというこ

とも以前からずっと考えていて。

「ゆげじい」をきっかけに銭湯に興
味をもってもらい「銭湯っていい
な」と思ってもらって。「銭湯に

青木　どんなツールなんですか？

杉本　新宿区にある銭湯 28軒の

名称や営業時間・住所といった基

本情報を載せている他、駐車場や

サウナの有無などの施設情報をわ

かりやすくアイコン化して入れた

り、各銭湯の特徴が伝わるような

キャッチコピーを付けたり。だい

行ってみたい」と思ったら、「自
分の家から近いところってどこ？」
「何時までやってる？」「車を停め
る場所はある？」とか調べますよ
ね。でも、新宿浴場組合さんの最

新情報がわかるウェブサイトや冊

子って特になかったんです。だか

ら「銭湯に行きたいって思ってく
れた人に知りたい情報を提供でき

るツールを作りましょう」と組合
さんにご提案して、ポスターやチ

ラシを作らせてもらいました。運

用のしやすさや、物理的にモノと

して各銭湯に置いていただけるこ

とも大事かなと考えて。「銭湯に
行けば欲しい情報がある」と思っ
てもらって銭湯に通うきっかけに

なったり、ポスターやチラシを見

ながら、他のお客さんや番台に座

っている銭湯のご主人さんたちと

の会話のきっかけになるといいな

と。
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組合さんから初めて発信される、新宿区内の銭湯 28
軒のオフィシャル情報を伝えるポスター。知りたい情
報がすぐわかるように「ベビーベッド」といったアイコ
ンを入れたのも、ユーザー視点でのアイデア。
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たいの場所感がつかめるようなイ

ラストMAPも入れたりしています。

アイコン化というアイデアは、佐

藤さんの母親としての視点がポイ

ントだったよね。

佐藤　自分が銭湯に行きたいと思

った時に、「子どもを連れていっ
て大丈夫かな？」と迷うなと。た
とえばそういう情報がアイコン化

されていると、パッと見てわかっ

ていいなと考えたんです。「ベビ
ーベッド」というアイコンはこの
考えがきっかけなんです。

杉本　有期である個々のイベント

ポスターだけではなく、常に置い

てもらうことで組合さんや銭湯を

継続的にPRできるツールを作れ

て。やっと念願が叶いました。

青木　なるほど。興味をもっても

らう、知ってもらうためのきっか

けづくりと合わせて、「銭湯に行
くまでの動線」や「銭湯での体験」
もデザインしたということですね。

平田　さらに、銭湯に来てくださ

る方たちが持ち帰れるようにと、

1軒ごとの銭湯カードも作って番

台などに置いてもらいました。銭

湯にさらに興味をもっていただけ

るように、カード裏面には銭湯ト

リビアや、それぞれの銭湯の特徴

をとらえたイラストを入れてます。

上原　ご自身の銭湯が紹介される

ことで、各銭湯の経営者の方々が

嬉しくなってくれたらいいなとい

う気持ちもあったんです。実際、

そのイラストはとても喜んでいた

だけました。
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「ここで何かやっている」
ということがすぐわかるよ
うに作った「ゆげじい祭り」
ののぼり。新宿浴場組合さ
んが開催する今後のイベン
トで、継続的に使用してい
く大切なツールになる。

28軒それぞれの銭
湯カードを作り、よ
りそばに置いてもら
えるような「持ち帰
れる」しかけを。
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青木　今までのお話を聞いていて、

「組合さんや銭湯のことを知って
もらいたい！」という熱意を感じ
ました。いろんなアイデアをカタ

チにしていっているなと。

杉本　最初にチームメンバーの役

割をお話ししましたが、職種にと

らわれず、みんなでアイデアを出

し合っているんです。

青木　いろんな立場の人とブレス

トすると、自分にない視点のアイ

デアを発見できたり、1つのアイ

デアからどんどん発想を広げてブ

ラッシュアップさせられますよね。

ちょっと違うと思うので、そうい

うことも考えながら。

杉本　お互いの得意分野を活かし

て、1つの目的に対して同じ目線

で意見を交わし合うことで、より

良い方法を見つけようとしている

感じかと。

このプロジェクト自体が、たとえ

ばあるイベントのためにみんなが

集まって、成功したら解散ではな

くて、組合さんの営みはその後も

ずっとつながっていく話なんです

ね。私たちは途中から参加して、

今一緒にやらせていただいてます

銭湯チームのメンバー一人ひとり

のプロジェクト愛やチームワーク

がすごくいいなと思いました。

杉本　でも私たちだけでやってい

るわけではないんです。新宿浴場

組合さんって、いろんなことをや

りたいというお気持ちも強く、ア

イデアもいろいろもっていらっし

ゃる方々なので。組合さんの方か

ら「こういうのを作りたい！」と
ご相談をいただいて、私たちで

「それってこういう効果ですよね？
　ならばこうした方がいいのでは」
とお話をしながらつめていく場合

もあります。もちろん私たちから

提案することもありますが。

赤羽　銭湯に来るお客さんによっ

て、銭湯に求める価値がそれぞれ
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情報を

提供でき
る

ツールを
作る

2011年度イベン
ト終了後の景品抽
選会にて、組合の
みなさんと。

2826



が、ヘンな話、死ぬまで寄り添う

ということを目的とされているわ

けではなくて。組合さんご自身が

やりたいことをより活発にできる

ようにサポートするというのが、

私たちの入り方なのかなと。

青木　ちょっと一歩ひいた客観的

な視点を入れられてるのかもしれ

ないですね。

杉本　組合さんの中でもお一人お

ひとりの想いやアイデアがあるの

で、方向性をまとめるためにも私

たちがいることがいい意味で作用

してるんじゃないかなと思うんで

す。私たちの提案に対して、組合

さん内で意見を出し合われる中で

全体の方針をまとめたりと。

あと、個人的に気をつけているこ

杉本　直接来てくれてわかりやす

かったというだけの話じゃなくて、

会わないとわからない、ちょっと

した表情の違いも感じとりたいな

と。「うん」とおっしゃっているけ
れど、表情からは何か他に考えて

いらっしゃることがあるな、とか。

疲れてるのはなんでだろうとか、

そういうのは感じたい。組合さん

の営みという継続的に考える問題

だからこそ、直接見る表情や交わ

す言葉の中に、次への展開のきっ

かけや大切なことが隠れていると

思っています。

それと、よく銭湯に入りに行くん

です。銭湯好きというのもあるん

ですけど、自分自身が銭湯の良さ

や銭湯に来る人のこと、そこでど

んな触れ合いがあるのかといった

ことを知りたいという気持ちもあ

って。

となんですが、提案やお話がある

時にはできるだけ直接お会いする

ようにしています。たとえば、大

きなポスターやのぼりはPCで

PDFデータを見てもサイズ感って

想像しづらいですよね。Tシャツ

やトートバッグの場合、質感や使

い勝手はさわらないとわからない

ですし。だから直接、実物大のも

のをお持ちして、「遠くから見た
らこんな感じになりますよね」と
いう体験を一緒にしていただいた

り、実際に触れて確認していただ

くようにしたいんです。

佐藤　具体的なイメージをお見せ

したのが効果的だったなと。私た

ち自身もワクワクするような提案

をカタチにして持って行ったら、

組合の方々の琴線にぐいぐい触れ

ていたのが印象的でした。
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青
木　

ユ
ー
ザ
ー
を
知
る
。
お
客
さ

ん
を
知
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
で
あ

る
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
作
用
を
も
た

ら
せ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
体
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
お

客
さ
ん
の
営
み
に
と
っ
て
い
い
の
か

を
考
え
て
行
動
す
る
。
そ
の
た
め
に

距
離
感
や
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
た
り
、
お
客
さ
ん
の

目
的
を
共
有
し
つ
つ
も
客
観
的
な
視

点
を
も
つ
よ
う
に
し
て
い
た
り
。
作

る
モ
ノ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
モ
ノ
を
き

っ
か
け
に
生
ま
れ
る
行
動
の
動
線
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
り
。

今
日
の
話
を
聞
い
て
、
早
い
段
階
か

ら
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
て
実
際
に

見
た
り
触
れ
ら
れ
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

を
作
っ
て
お
客
さ
ん
と
共
有
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
っ
て
大
切
だ
な
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
言
葉
だ
け
だ

と
、
過
去
の
経
験
で
得
た
観
点
に
よ

っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
で
実
は
解
釈
が
違

っ
て
い
た
り
し
て
、
同
じ
方
向
を
見

て
進
め
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、

最
後
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
落
と
し
こ
ん

だ
時
に「
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
」
と
な
る

場
合
も
あ
る
か
ら
。
あ
と
、
議
論
す

る
時
に
実
際
の
モ
ノ
が
あ
る
と
意
見

も
出
し
や
す
い
で
す
よ
ね
。
頭
の
中

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
五
感
で
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

が
、
判
断
す
る
と
い
う
行
為
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
、

「
銭
湯
を
地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
」
と
い
う
お
客

さ
ん
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
考
え

を
共
有
で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
銭

湯
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
き
っ
か
け
と

し
た
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
、
そ
れ
と
意
識
し
な
く
て
も
み
ん

な
が
考
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

着
ぐ
る
み
を
作
る
時
に
、
中
に
入
る

人
の
こ
と
も
考
え
て
た
り
、
着
る
人

の
気
持
ち
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
キ

イ
キ
と
し
た
印
象
に
影
響
す
る
と
い

う
こ
と
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
り
、

銭
湯
案
内
ポ
ス
タ
ー
や
銭
湯
カ
ー
ド

を
、
そ
れ
を
手
に
取
る
人
々
の
交
流

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
て
い
た
り
。

 「
組
合
さ
ん
ご
自
身
が
や
り
た
い
こ
と

を
よ
り
活
発
に
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
」
と
い
う
姿
勢
は
い
い
で

す
よ
ね
。
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
「
知

の
資
産
」と
な
る
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
コ
ン
セ
ン

ト
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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